
校名

（准）校長名

出席者(学校）
松野校長、山﨑（健）教頭、吉岡事務部長、瀧本、飯田、西口、岩崎、川村、山口、
水津、藤原、坂本、田中（亮）、奥田

傍聴者 なし

議題等(次第順）
・令和３年度学校経営計画及び学校評価　９月末進捗状況
・各分掌より
　目標達成、課題解決に向けた取組についての進捗状況
・地域連携等一覧表について

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料
令和３年度学校経営計画及び学校評価、令和３年度各分掌目標、令和３年度普通
科・各系組織目標、令和３年度「地域産業連携重点型工科高校」としての取り組み
について

備考

○外部からの苦情に対応しての立ち番や巡回実施とは具体的にどのような苦情だったのか。
【Ans】近隣住民からのクレームで登下校時に道を広がって歩いたり、自転車も含めた、交通関係のマナーに対するもの
である。
○制服の上に着る防寒具についてどこまでの範囲が許可されているのか。（１，２年の保護者より質問が出ている。）
【Ans.】トレーナーやパーカーなどは不可であるが、派手すぎないものなら可としている。今年度より生活指導部での許
可制は廃止している。
○今年、現時点での就職内定状況や進学状況はどうなっているか。
【Ans.】就職一次試験の内定率は87.2％である。不合格となり、二次の就職試験を受けている生徒については結果を
待っているところである。進学について今後、指定校推薦受験の生徒は準備している。
○就職一次が８７％を超えるなど結果を出されて努力されているので感謝したい。
○９月より昼休み校内巡回を開始したことに特別な理由はあったのか。
【Ans.】この制度は数年前も行っていたが、校内で吸い殻が見つかるなどがあったためであり、全職員に担当を決めて巡
回することで抑止にもつながると考えている。
○その吸い殻を見つけたのは生徒か。
【Ans.】教員である。
○企業等連携での特別非常勤講師や外部講師の活用について、産業創造系や機械系は行っているが、電気系で実施
していないのはなぜか。
【Ans.】企業に断られた状況がある。
○進路指導部の12月14日予定のインターンシップにかわる企業見学会について、協力企業が30社ほどということであ
るが、その設定はどのように行ったのか。
【Ans.】2年生の学年、約210名中８割ほどの就職希望者全員が参加、１社あたり５名程度で参加することを想定して設定
した。
○定期考査の中間テストをなくすことについては先進的でやってやれないことはない思うが、3観点評価が客観的序列
を作りにくい状況から系専科分けが難しくなる。小テストや単元テストで評価を積み上げる期間をとることも議論されてい
るようだが、保護者が納得されるような方法が確立されているのか。

（参考様式１）議事録

佐工会館１Ｆ

出席者(委員）

開催場所

山田啓次会長、深井重行委員（副会長）、奈須純子委員、上野公義委員、町谷雄二委員

学校運営協議会（全日制部会）議事録

大阪府立佐野工科高等学校

松野　良彦

開催日時 令和　3年11月　11日（木）15:30～17:00



日時

会場

次回の会議日程

令和４年２月半ば過ぎで予定　　

佐工会館１F予定

【Ans.】来年度の系専科分けについて、成績の数値が順位付けにふさわしくないことは決まっている。教員と
生徒がしっかりと相談できるよう調整期間を長くとり、誤った選択とならないよう促すことが大前提である。方
法の一つとして面接を取り入れることも考えられるなどまだまだ議論の最中である。
○気になることとして中学生の受験希望者数が減少しているようだが、どのような対策をとられているか。
【Ans】実業系で特に工科高等学校の定員割れが顕著で、定員割れしなかったのは2校だけで厳しい状況で
ある。しかし、就職一次内定率が80％以上で、中には90％を超える学校もある。しかも大手企業からも就職
内定がきていることも知られていない。私学に対する戦略として、地域に根付いた広報活動を地道に行って
いきたい。
○他校にまねできないような工業の技術や資格取得の魅力を売りにしていただいて、キャリアを積むことがで
きると中学校にもPRしていけばよいのではないか。
【Ans.】アピールの場所が問題である。以前はショッピングモールでのものづくり自由研究フェアなどがあった
りしたが、コロナ禍で活動できる場が少なくなっている。また、就職面だけではなく、ほかに良いところもたくさ
んあることをアピール強化すべきだ。中学校の先生は就職したいという意思がなければ普通科を薦める。コ
ロナ感染状況が落ち着けば以前のように地域でのPR活動を行いたい。
○泉佐野商工祭は来年1月に実施予定である。ステージではダンス部が出演、広場の野外テントではものづ
くりの体験販売を予定し、屋内では展示作品を来場者に見ていただく良い機会だ。
【Ans.】今年度の数少ない1つの活動の場でありがたいです。
○ぜひPRの場に使っていただいて、コロナ禍を巻き返すぐらいご尽力ください。楽しみにしています。


